
京都で開催される写真フェスティバル「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2017」の
ニュースリリースをお送りします。貴媒体にて情報のご掲載やアーティストへの取材を
ご検討いただけますよう、宜しくお願い申し上げます。

「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2017」
開催のご案内

[開催概要]

名称： KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2017
 ( 英語表記 : KYOTOGRAPHIE
 International Photography Festival 2017) 
会期：2017 年 4 月 15 日 [ 土 ]‒ 5 月 14 日 [ 日 ]

◎プレス向け内覧会：4月 14 日 [ 金 ]　　
◎オープニング・レセプション：4月 15 日 [ 土 ] 夕方
(時間・会場など詳細は後日発表します )

主催：一般社団法人KYOTOGRAPHIE 
共催：京都市、京都市教育委員会（予定）
メインスポンサー：ビー・エム・ダブリュー株式会社　
スポンサー：シャネル株式会社、ルイナール (MHD モエ ヘネシー 
ディアジオ株式会社 )、シュウ ウエムラ コスメティックス株式会社、
ネスレネスプレッソ株式会社　他
関連事業：東アジア文化都市 2017 京都、
   ICOM（国際博物館会議）京都大会 2019

関連イベントやワークショップなど、
様々なプログラムを開催

　数カ所の展覧会を廻る週末ガイドツアーやトークイベント、体験型ワーク
ショップなど、来場者向けのイベントはもちろん、インターナショナル・ポー
トフォリオレビューや、展示作家から写真制作を多角的に学ぶマスタークラス
など、学生・アマチュア・プロに向けた写真にまつわるあらゆるプログラムを
用意しています。
　また、お子さまにもフェスティバル（=お祭り）を楽しんでもらえるよう、キッ
ズワークショップなどのキッズプログラムも充実しています。

第 5回 テーマ 「LOVE」
国内外のアーティストが、寺社や町家など
京都市内の趣きあふれる建造物にて新作や撮りおろしを発表

　世界屈指の文化都市・京都を舞台に開催される、日本でも数少な
い国際的な写真祭「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭」。国内外の
重要作家の貴重な写真作品や写真コレクションを、趣きのある歴史
的建造物やモダンな近現代建築の空間に展示する本写真祭も、回を
重ねるごとに好評を博し第 4回までに約 25 万 0000 人の方にご来場
いただき、2017 年に第 5回目を開催する運びとなりました。

　2017 年のテーマは「LOVE」です。人類はさまざまな形の愛のもと
多様性を維持し、社会を形成しながら、子孫繁栄といういわば種の
保存のための戦略をとり、自然界に存在しています。私たちが「愛」
と呼ぶ感覚や概念は、宗教観、歴史、地域性、生活環境など、個々
のバックグラウンドによりそれぞれ異なります。その差異や軋轢が、
時に愛を憎悪へと反転させ、時に無関心という愛の大きな欠如とな
り、殺人、戦争、社会的弱者へのいわれのない暴力など、現代社会
が抱える深刻な事態へと発展しさえします。

　だからこそ私たち人類は、愛がいかに偉大で必要不可欠ものであ
るかを知り、いわば本能的に多種多様な愛を求めて止みません。

(KYOTOGRAPHIE 共同創設者 /共同代表　ルシール・レイボーズ & 仲西 祐介 )
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www.kyotographie.jp

Photography by TOILETPAPER: Maurizio Cattelan and Pierpaolo Ferrari.
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1.イサベル・ムニョス | Isabel Muñoz（スペイン）
「Family Album」「Love & Ecstasy」

2.ラファエル・ダラポルタ | Raphaël Dallaporta（フランス）
「ショーヴェ洞窟」

3. アーノルド・ニューマン | Arnold Newman（アメリカ）
「マスタークラス －ポートレートの巨匠－」presented by BMW
特別展示：BMWアート・カー by アンディ・ウォーホル

4. ロバート・メイプルソープ写真展  ピーター・マリーノ コレクション （アメリカ）
Robert Mapplethorpe Photographs from the Peter Marino Collection 
「MEMENTO MORI」presented by CHANEL NEXUS HALL

5. ハンネ・ファン・デル・ワウデ | Hanne van der Woude （オランダ）
「Emmy’s World」

6. フランス国立ギメ東洋美術館・写真コレクション
Guimet National Museum of Asian Arts, Photographic collections
「Theater of Love」

7. 荒木経惟 | Nobuyoshi Araki（日本）
「机上の愛」

8. ジャダ・リパ | Giada Ripa（イタリア）
「The Yokohama Project 1867 - 2016」 presented by Ruinart

9. 殷 家樑（ヤン・カレン） | Yan Kallen（香港）
「Between the Light and Darkness | 光と闇のはざまに」

10.  ルネ・グローブリ |  René Groebli（スイス）
「The Eye of Love」

11. 山城知佳子 | Chikako Yamashiro（日本）

12. TOILETPAPER Maurizio Cattelan & Pierpaolo Ferrari （イタリア）

13. ザネレ・ムホリ | Zanele Muholi（南アフリカ共和国）
「Somnyama Ngonyama | 万歳、漆黒の雌ライオン」

ゴールデンウィーク 特別プログラム

14.  agnés b. 写真コレクション | agnés b. Photographic Collection
「amour, amours －アニエスベー写真コレクション－」

（全てのプログラム内容・展覧会名・会場の情報は 12 月 19 日現在のもので、 予告なく変更になる可能性がございます）

「キャンプ・リーキー」《霊長類》シリーズより、ボルネオ、2015年
© Isabel Muñoz

「イゴール・ストラヴィンスキー、作曲家・指揮者」ニューヨーク、1946年
© 1946 Arnold Newman / Getty Images

「イスタンブール、トルコ」《メヴレヴィー教団》シリーズより、2008年
© Isabel Muñoz

「Chauvet  ‒ Pont-d’Arc L’inappropriable (Éditions Xavier Barral)  」2016 年
© Raphaël Dallaporta / Éditions Xavier Barral
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「チューリップ」1984年
© Robert Mapplethorpe Foundation. Used by permission.
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「机上の愛」2016年
© Nobuyoshi Araki, Courtesy of  Taka Ishii Gallery

「城の堀」《The Yokohama Project 1867 - 2016》シリーズより、2015年
© Giada Ripa

山茂堂「結婚式」 1870 年代 © MNAAG.

「自己 / 家族 / 社会 / 自然」 2015 年 © Yan Kallen

「Ben and Emmy in bed, series Emmy's World」2013 年
© Hanne van der Woude
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「Bester 1, Mayotte」2015 年
© Zanele/Stevenson/Yancey Richardson

The Eye of Love, # 535
© René Groebli, courtesy Galerie Esther Woerdehoff

オリビア・ビー「Pre-Kiss」2010 年
© of the artist and Collection agnés b.

《土の人》 2016 年
協力：あいちトリエンナーレ 2016
© Chikako Yamashiro, Courtesy of Yumiko Chiba Associates

Photography by TOILETPAPER: Maurizio Cattelan and Pierpaolo Ferrari.
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・1980年生まれのラファエル・ダラポルタ（*2）は、約3万6千年前の人類最古の
壁画が残ると言われる世界遺産のショーヴェ洞窟（フランス）の作品を発表します。
保護のため非公開となっているショーヴェ洞窟に6時間のみ立ち入りを許された
ダラポルタは、洞窟の全方位を独自の手法で360度撮影し、モノクロームの繊密
なテクスチュアの作品へと昇華します。立体的に配置された4KのLEDパネルへ
作品を投影したインスタレーションとプリントとで、「人類の表現の起源」ともい
えるショーヴェ洞窟の幻想的かつ礼厳な空間を再現します。

・20世紀後半にもっとも影響力のあったアーティストのひとり、ロバート・メイ
プルソープ（*4）。本展は、シャネル銀座ビルディングの設計を手がけた建築家ピー
ター・マリーノのプライベートコレクションから、自然美と肉体美、束縛と破壊
をテーマに作品を構成したものです。構造物としての肉体、静物や彫像といった
形式的な古典主義と、より挑発的な被写体に対する単刀直入な表現とを対比させ、
メイプルソープの作品群が持つ複雑な二元性に迫ります。（シャネルネクサスホー
ル［会期：3/14 - 4/9］からの巡回展となります。）

・人間存在を鋭く探求すべく、被写体の持つ生命力をダイナミックに捉えたポー
トレートで世界的に高く評価されているイサベル・ムニョス（*1）を、二つのシ
リーズ作品とともに初めて日本で紹介します。最新作「Family Album」では、ゴリ
ラやボノボの家族のポートレートを撮影し、彼らの純粋な愛情の形を通して共通
のDNAを持つ我々人類の愛を問います。代表作「Love & Ecstasy」では、神への絶
対的帰依を目指すべく、自身の身体を極限に追い込む信者を被写体とし、信仰と
いうある種の愛の姿を追います。巨大なサイズにて展示されるムニョスの作品は、
鑑賞者を圧倒する力強さに満ち溢れています。

・荒木経惟（*7）は、最新作「机上の愛」を日本初公開します。人形・人体模型の一部・
花など、机の上に置かれたオブジェが映し出された本作は、荒木にとって楽園で
あり小宇宙とも言える机の上に存在する有限と無限、エロスとタナトスなど、あ
らゆる両極を孕んでいるかのようです。被写体への眼差しを通じ、荒木の心象風
景を鑑賞者が垣間見るかのような本作は、自身と被写体との関係をモチーフに荒
木が開拓した「私写真」という写真世界の新たな境地とも言えます。名勝とされ
る池泉廻遊式庭園の美しさで誉れ高い禅寺・両足院（建仁寺内）でのインスタレー
ションは、作家にとっても会場にとっても、「新たな境地」を体現するにふさわし
いものとなるでしょう。

・コンテンポラリーアーティストであるマウリツィオ・カテランと、ファッション
フォトグラファーであるピエールパオロ・フェラーリが、アート・ディレクター
にミコール・タルソを迎え、共同で刊行するアートフォトマガジンTOILETPAPER
（*12）。2010年 6月の創刊号以来、刺激的なヴィジュアルと物語性に富んだコンセ
プトで一つの世界観を創り上げ、広告からアートワークまで幅広いジャンルで注
目をあつめる彼らの、日本で初めての個展となります。ヴィヴィッドな色彩とシ
ニカルなモチーフで空間が埋め尽くされたインスタレーションは、一瞬にしてワ
ンダーランドに迷い込んだかのような衝撃を与えます。

・若手写真家の登竜門をめざすべく設立した「KG＋AWARD」で2016年度グラン
プリを受賞した香港のヴィジュアル・アーティスト、殷 家樑（ヤン・カレン）（*9）。
2016年 12月より京都に長期滞在制作し、新作「Between the Light and Darkness | 光
と闇のはざまに」を、写真、映像、インスタレーションにて発表予定。夜と昼、
ネガとポジ、陰と陽のように、すべてのものは相反する二つの世界を内包し、そ
の二元性が共存する境界にひそむ美にヤンは迫ります。また、京都の職人の技巧
が光る手仕事にフォーカスした撮り下ろし作品も発表。人間の手が育む工芸品に
ひそむ二つの世界を、モノクロームの美しい色調で表現します。

・パブロ・ピカソ、アンディ・ウォーホル、イサム・ノグチなど、名だたる著名人
をシャッターに収め、「ポートレートの巨匠」として知られるアーノルド・ニュー
マン（*3）。被写体の部屋やアトリエなど、普段過ごしている空間で撮影することで、
彼らのプライベートや作品世界、知的背景すらも写真に浮かび上がらせるニュー
マンの作品は「周辺環境ポートレート」とも言われます。貴重なオリジナルプリ
ントなどが一堂に会す、国内初の大回顧展となります。 「BMW アート・カー by 
アンディ・ウォーホル」も、あわせて特別展示します。

・ジャダ・リパ（*8）は、写真家フェリーチェ・ベアートが撮影した、横浜の風景
が映る古写真アルバムと、自身の曽祖母であるアーティストのマティルダ・ルイ
ナール・ブリモントが、明治維新直前の1867年に横浜へと移り住み、目に映る様
を描いた 旅行記『日本への旅』の原稿を家族の所有する家で偶然発見します。こ
れらに加えジャダが現在の横浜近辺を撮影した写真作品を「The Yokohama Project 
1867 - 2016」として発表します。

・ゴールデンウィーク特別プログラムとして、agnés b.写真 コレクション（*14）を
展示します。agnés b. の創業者であるデザイナーのアニエスベーが、30年以上前
から収集を重ねている膨大なコンテンポラリーアートコレクションの中から、カ
ルティエ・ブレッソン、マーティン・パー、ライアン・マッギンレーなど、彼女
自身が「LOVE」をテーマに写真作品をセレクトした特別展を京都駅に隣接する
美術館「えき」KYOTOで開催します。（会期：4/26-5/14、会場：美術館「えき」
KYOTO）

サテライトイベント
「KG＋（ケージープラス）」では
市内約 60箇所での写真展が集結
　国内外から写真・アート関係者が多く来京するこの時期にあわせ市内各所の
ギャラリー、カフェ、教育施設など約 60カ所が同時多発的に開催する写真展は、
サテライトイベントKG＋ (ケージープラス )として集結します。最優秀出展者
に与えられるKG＋AWARDは、若手写真家の登竜門となるべく海外からも注
目される賞となりつつあり、次年度のKYOTOGRAPHIEへの参加など、次代を
担うアーティストへ継続的な支援を行います。
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情緒あふれる建造物にて、作品の世界観にふれる

両足院（建仁寺内）

通常非公開。京都府指定名勝庭園で池泉廻
遊式庭園が有名。

誉田屋源兵衛 黒蔵

通常非公開。京都室町で創業 280 年を迎え
る老舗帯匠の蔵。

京都文化博物館 別館

東京駅など明治の名建築を多数設計した辰
野金吾が弟子と設計した、赤煉瓦の瀟洒な
建築物。

二条城 二の丸御殿台所

通常非公開の重要文化財。フェスティバル
にあわせ重要文化財「東南隅櫓」も初公開
となります。

アーノルド・ニューマン (*3)

荒木経惟 （*7）

ラファエル・ダラポルタ（*2）

ロバート・メイプルソープ（*4）

国内外の気鋭のアーティストの新作や
貴重なコレクションを発表
( カッコ内の数字は次ページのプログラムリスト参照 )

お問い合わせ、取材のご依頼、掲載写真のご用命は
下記までお問い合わせください。

KYOTOGRAPHIE 事務局 （2016 年 10 月に下記住所に移転しました）
http://www.kyotographie.jp | Tel & Fax. 075-708-7108
〒 602-0898 京都市上京区相国寺門前町 670 番地 10

◎ 東京広報担当／ PRディレクター :
須田千尋 | chihiro.suda@kyotographie.jp

◎ 事務局内広報担当 :
( 日本語 ) 木薮 愛 | ai.kiyabu@kyotographie.jp
( 英語・フランス語 )  Marguerite Paget | press@kyotographie.jp


